
 

 

 

 

 

 

                                                                      

七夕に考える「すぐそこ…ちょっと…」 

テレビで『「ちょっと遅れる」の「ちょっと」は何分か』と街頭アンケートを取っている番組を見ました。「ちょっ

と」の感覚は人それぞれかなり違っていました。 

先日、目的地まで「すぐそこです」と聞いて歩いたことがありました。「すぐそこ」も人それぞれでした。私は

初めて通った道だったこともあり自分が思った「すぐそこ」より距離があり、「あら？まだ？あら？」と思いながら

歩きました。そのうち「ちょっと」の番組を思い出しました。「ちょっと」も「すぐそこ」も感覚の言葉で一人ひとり

違うとものだな…と思いながら歩きました。 

「すぐだよ」「ちょっとね」私たちは使っています。でも、感覚の言葉である「すぐ」や「ちょっと」は、きっと、子

どもたちの感覚とは違うものも多いはずです。子どもたちが見通しをもって安心して過ごすことに繋がる伝え

方について考えていきたいと思った七夕です。                                               

副校長  古川 玉緒 
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＊小学部４年 校外学習 （溝の口方面）＊ 

６月 23日（火）に小学部４年生は校外学習に行ってきました！電車で溝の口駅に向かい、100円ショップ

でお買い物をしました。おもちゃコーナーからお気に入りをじっくり選び、ショッピングを楽しみました。その後、

デニーズで昼食を取りました。４年生にとって校外学習では初めての外食です。事前学習で選んだメニュー

が次々と運ばれてくる様子を見て、目をきらきら輝かせていました。ドリンクバーにおかわりのジュースをもらい

にいくこともできて、おなかいっぱい。大満足の校外学習となりました。 

小学部４年学年長 櫻井 香澄 
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『ひまわり文庫』では保護者向けに図書の貸し出しをしています。

今年度は９月から順次開始予定です。詳細は改めてお知らせしま

すのでお待ちください。 

相談支援係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自分の教室 ②体育館 ③グラウンド・中庭 ④図書コーナー 

⑤プール  ⑥食堂 の中から選ばれた・・・ 

 

たかつの好きな場所は・・・「①自分の教室 」 （３８％）！！ 

カウントダウン 

アンケート no.３ 

結果発表 

  じぶんくらしの本１～５ （しもおなおこさん 他著） 

知的障害のある人の「支援付き一人暮らし」を描いた絵

本です。１冊の中で一人の生活を丁寧に紹介されています。 

「自分らしく暮らす」とは？「自立」とは？ それぞれの生活

の中にその答えが映し出されているように感じます。 

読み終わった後は、お子さんの「自分らしい生活」につい

て少しだけイメージが広がるのではないでしょうか。 



小学部から取り組みたい大切なこと 

＊進路＊  「進路とは・・・？」「進路」や「進路指導」と聞いて何を思い浮かべ 

「進路」や「進路指導」と聞くと、卒業後の進学先や就職先、高等部での実習などを思い浮かべる方が多

いのではないでしょうか。また、お子さんの学齢が上がるにつれて、「進路」という言葉に重みを感じる保護者

の方も少なくないと思います。  

しかし、進路は単に「卒業後の行き先」を意味するものではありません。「卒業後、その人らしく地域で暮ら

していくための将来設計」と捉えていただくと、より身近に感じられるのではないでしょうか。そして進路指導

とは、「こんなふうに暮らしていきたい」という願いの実現に向けて、将来の自立や社会参加につながる力を

育んでいく取組全体を指します。  

このような取組は「キャリア教育」とも呼ばれています。自分らしく豊かな人生を送るためには、「自分で考

えること」「選ぶこと」「人と関わること」などの力が大切です。小学部段階からのさまざまな学習や経験の積

み重ねが、将来の生活を支える力へとつながっていきます。  

夏休みは、お子さんが家庭の中でできることに挑戦したり、将来の生活について話し合ったりするよい機会

です。この機会にぜひ「進路」という視点から、ご家庭で取り組めることを見つけてみてはいかがでしょうか。               

 支援連携グループ 櫻井 有希   

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

たかつ就労準備性ピラミッド 

 

高津支援 50周年を記念し、ゆるキャラをつくることになりました！ 

児童・生徒、卒業生、保護者のみなさんなど、たかつにかかわりのある 

みなさんからイラストや「キーワード」を募集しています☆ 

 

ぜひ、二次元コードを読み込んでいただき、みなさんにとっての 

たかつをあらわす「キーワード」を教えてください！ 

こんなキャラクターがいいな、というアイデアもお待ちしています♪ 

（回答期間 ７月２２日～７月３１日） 

 
 

どんなキャラクターになるか楽しみだな～ 

✓ 決まった時間に起きる 

✓ 自分で身支度をする 

✓ お手伝いや家での役割をもつ 

✓ 買い物や外出を経験する 

✓ 自分の気持ちや困ったことを伝える 

✓ 家族以外の人と関わる機会をもつ 

「たかつ就労準備性ピラミッド」とは・・・高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）等が示す職業準備性（就労準備性）の考え

方を参考に、高津支援学校が児童・生徒が分かりやすいよう再構成したものです。（学校 HPにも掲載しています） 

二次元コード 

 

 

 

 


